
1．教員養成系大学における和声学習の意義

器楽演奏や声楽を主専攻とするものが多い音楽科学
生にとって，和声分析は楽曲の構造を知る上で有効な
手段のひとつであり，音楽に対する感覚を鋭敏にさせ
る点でも和声の修得はきわめて重要である。これまで
も和声教育の意義については多方より論じられてお
り，今もなお集団授業の難しさと向き合いながら授業
者はよりよい授業運営を目指す努力を続けている。二
宮（2020）の言う「和声の試験を受ける学生は，何と
か単位を取ればその場限りのものとして忘れ去り，何
ら音楽の表現とは結びつかないままに終わるようなこ
とが少なくない」という状況を防ぐ努力は指導者とし
て惜しんではいけないだろう1）。

全国の教員養成系大学の和声に係る授業の開講状況
を見ると，開講なし，半期のみ，通年，3半期以上と
大学によってさまざまである。愛知教育大学教育学部
義務教育専攻音楽専修の授業「和声学」は，1年次後
期に開講される1半期（全15回）のみの選択科目であ
るが，専科学生は毎年全員履修しており，授業風景は
かつて必修科目であった頃となんら変わりはない。教
材は数種の教則本の内容を学生向けに要約して作成し
た独自のプリントを使用しており，授業担当初年と
なった2005年度は教材開発と並行しながらの講義で
あった。初期は半期だけで『和声 理論と実習Ⅲ』の
内容に迫る勢いで進めていたが，年々学生の理解が追
いつかない現実に対応するうちに授業の進度も緩めざ
るをえず，現在では授業内容を同Ⅰ巻の
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までの範
囲にとどめている。ただし，
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は早期に紹介するよ
うにしており，3和音＋
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の基本形を用いたバス課題
とソプラノ課題の実施→3和音＋
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の転回形を用いた
バス課題とソプラノ課題の実施という大まかな流れで
授業を進めている。新井・木下（2015）は『和声 理

論と実習Ⅰ～Ⅲ』の欠点として「ソプラノ課題の取り
扱いがとても遅い段階に置かれている」ことを挙げて
いるが2），たしかに早期にソプラノ課題を導入する必
要性は授業を担当した当初から感じており，Ⅰ巻レベ
ルの知識で実施可能なソプラノ課題が授業に求められ
ていた。こうした事情もあって，授業ではバス課題も
ソプラノ課題も独自に作成したものを取り扱ってい
る。また，のちに和声学学修支援システム「和声の祭
典」が開発されたことを受けてからは3），課題を精選
した上で，授業外の時間に行えるドリルとして同シス
テムを併せて活用することを2018年度より履修者に
奨励している。

なお，
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，準固有和音，
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をはじめとす
る副
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   和音などは，それらを駆使すること自体が立派
な作曲技法といえるため，必ずしも和声に係る授業の
範疇で取り扱うことはないとの考えから，
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以降の
内容は，4声体課題の実施を伴わないかたちで2年次
前期以降開講の理論・作曲実習系の授業で紹介し，積
極的な応用実践を促している。よって，近年は3和音 

（
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の転回形を用いたバス
課題とソプラノ課題が実施できる範囲を初級和声と位
置づけ，実際の「和声学」の授業でもあくまで初級和
声の範疇で講義を進めるようにしている。

授業内容は，のちに課題実施で得た総合的な知識を
基に楽曲分析を試みる場面は設けるものの，全15回
の大部分は4声体課題の実施および弾奏に専念すると
いうシステマチックなものになっている。4声体の実
習を経て履修者に伝えたいことは，合奏体の鳴り響き
のよしあしは配置の状態に左右され，佳い曲はえてし
て横の流れがどの声部も歌えるほどの流麗さを帯びて
いるという2点に集約される。つまり，演奏や作編曲
への応用を図るために縦の配置と横の流れの両方に意
識をはたらかせる訓練として4声体課題の実施に重点

初級和声の課題実施におけるエラー防止を目的とした 
歌唱教材の効果に関する研究
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を置く方針を今もなお堅持しているのであるが，新井・
木下は「和声を（音楽不在の）単なるパズルとしか捉
えられない学生も少なくない。」と憂慮する。その理
由を「和声を書く学習は，音の配置や進行，和音連結，
連続音程の禁止など，規則づくめのところからスター
トするがゆえに」としており2），小山（2015）や彦坂

（2016）も禁則事項の多さを学習者の拒否反応を起こ
させるものとして問題視している4）5）。学習者がパズ
ルのような感覚で和声課題に臨む姿勢をよしとしない
むきがあるが，実は学生から「パズルみたいで楽しい」
という声を毎年のように漏れ聞く身としては，その気
持ちがその後に学びを深くするための出発点であって
よいと考えている。まずは楽しいと思えることが大事
である。

これらを総合するに，教員養成系大学における4声
体実習を介した和声学習の意義は，数々の制約をぬっ
て良好な仕上がりを目指す対応力と，自身の実施例の
誤りに気づいてそれを修正できる推敲力を養うことに
あると考える。与えられた条件下で最大限の努力をす
ることや，異常を察知する目をもち，問題解決のため
に反射的に動くことは，将来教員になる上でも必要な
素養といえよう。それを「和声で教える」ことが授業
者の大事な役割でもある。本稿は，履修者の理解度を
示す課題の平均点を向上させるために大小さまざまな
エラー 1の発生率を抑えるにはどうしたよいのかにつ
いて，2006 ～ 2022年度の17年間で得られた556人分
のデータを基に考察を重ねてきた和声学の授業担当者
としての講義実践研究録である。

2．中間課題の導入

授業担当初年は，受講者の様態に応じて新たに教材
を作り足していくというやり方で毎週の授業を進めた
が，2年目となる2006年度からは授業運営も軌道に乗
り，前年度の反省をふまえながら授業改善に努めるゆ
とりがもてるようになった。そこで思いついたのが中
間課題の導入である。授業の中途段階までの理解度を
図ることを目的として開講10週目あたりを目処に中
間課題を出すことを同年度より始めたが，寄せられた
答案を眺めているうちに，学生は何を分かっていて何
を苦手としているのかが把握できるのではないか，答
案の中で引き起こされているエラーの発生件数や発生
率の推移から，重点を置くべき指導ポイントが見えて
くるのではないかと考えるようになった。そこで，年
によって課題内容を変えてしまうことでその難易度の
差が成績データに “ゆれ” を生じさせてしまうことを
防ぐため，翌2007年度以降もまったく同じ内容の中
1 本稿では，和声課題の答案における記譜上のミスや禁

則に抵触した箇所など減点の対象となる大小さまざま
な事項を総括して「エラー」と称している。

間課題を2022年度現在に至るまで一貫して出し続けた。
中間課題の内容は，2分の2拍子・8小節のバス課題

（ト長調）とソプラノ課題（イ短調）の計2問で，採
点方法は各50点満点の減点方式。符頭に棒がないと
いった軽微なものから連続5度・8度のような重大な
ものまでエラーの種類に応じて減点数を規定し，1点
単位で細かく点数化してＳＡＢＣ2の仮判定を出すと
いうものである。

3．2012 年度の気づき

月日を経て2012年度を迎え，それまでに蓄えられ
た7年分の成績データを振り返ると，バス課題で6割
に相当する30点に達していないＤ判定の者（いわゆ
る追試予備軍）ほど
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の連結を失敗する率が高く，
限定進行も正しくできない傾向があることが分かった。

中間課題の採点結果はバス課題，ソプラノ課題，2
問を合わせた総合の3パターンで成績表にまとめる
が，初級のソプラノ課題では
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の設定を用いずと
も解けてしまうため，ソプラノ課題の成績からは
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に関するデータが得られにくい。よって，本稿では観
察や考察の範囲を
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の場面を確実に設けてあるバ
ス課題の成績表の推移に絞るものとするが，当時最新
の2012年度分のデータ（表1）を見ても，
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およ
び限定進行に係る欄において，下方ほどにエラーを示
す黒い印の分布の密度が高まっていることがうかがえる。

なお，ソプラノに定形外のうごきを与える件数や連
続・直行の件数が多いのも目立つが，これは共通音保
留や配分一致といった初歩的な連結の要領の失念によ
るものが殆どであり，基本重視の姿勢を崩さず丹念な
指導を重ねることで期末試験前までにはほぼ改善でき
る事案である。

4． （7）－ の連結

4．1　それまでどのように指導していたか
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の連結は初学者が最初に直面する大きな壁の
ひとつである。譜例1－①は，
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   が有する導音をまず

優先的に導音進行8）させ，次に導音の解決先の音を頼
りに，配分一致の考えに基づいて密集の
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2)

3)

   




 
   を配置する

というものだが，実際には2つの連続（連続5度と連
続8度）が起きてしまっている。基本に忠実に実施し
たつもりが大事故を招いてしまった悪例であり，この
ような事態に陥らないために，導音進行は守りつつ，
連続を回避するための措置として，②のような特殊な
連結を行う。
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   が3音を重複させた標準外配置になる

2 素点が9割以上をＳ，8割以上9割未満をＡ，7割以上
8割未満をＢ，6割以上7割未満をＣとし，ここまでを
合格の扱いとする当大学の評価方法。6割未満はＤと
なり，追試の対象となる。

―8―



初級和声の課題実施におけるエラー防止を目的とした歌唱教材の効果に関する研究橋本 剛

ことや，上3声が2度上行（導音進行）・2度下行・3
度下行という3パターンの横のうごきを役割として分
け合うことになるのも
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の特徴といえるだろう。
したがって4声全員が並行するというのはありえない
のであって，むしろ連続が起きる可能性が高まり，非
常に危険である。また，4声全体を見たときに，バス
を含む3声が2度のうごきを示している中で，唯一3

度うごいている声部があることになるが，この3度下
行には潜在的に経過音が存在しているのであり6）7），
③のように “見えない経過音” を含んだ瞬間に経過的
偶成和音としての完全形の
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を見ることができる。
これを表面化させて “見える和音” にすることによっ
て④のような
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の連結も正しく行えることにな
る。相変わらず
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   は標準外配置であり，3和音の標準

配置（密集・開離）を完全形，3音重複形や5音省略
形などの標準外配置を不完全形と位置づけるならば，
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や
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－Iにおいて「完全⇄不完全」が成り立つ。
これは
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が基本形であることが条件だが，
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が不完全形になっていたり，
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   が綺麗な密集

になっていたりしていたら，この状況が何かの禁則の
原因となるのである。本授業では「禁則が起きること
には原因があり，推敲は原因に気づくことから始まる」
と常に強調している。

これらをふまえ，
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の連結については初学者対
象であれば特に丁寧な指導を要すると考え，要領や諸
注意に係る要点を整理して以下のようなまとめを受講
者に提示していた。

1．
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のときと同様に導音進行を守る
2．
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   は3音重複の標準外配置にする

3． 
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の基本形と後続和音とのあいだでは完全⇄不完
全の原理がはたらく
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1 本稿では，和声課題の答案における記譜上のミスや禁則に

抵触した箇所など減点の対象となる大小さまざまな事項を総

括して「エラー」と称している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続音程の禁止など，規則づくめのところからスター

トするがゆえに」としており 2)，小山（2015）や彦坂

（2016）も禁則事項の多さを学習者の拒否反応を起こ

させるものとして問題視している 4)5)。学習者がパズル

のような感覚で和声課題に臨む姿勢をよしとしないむ

きがあるが，実は学生から「パズルみたいで楽しい」

という声を毎年のように漏れ聞く身としては，その気

持ちがその後に学びを深くするための出発点であって

よいと考えている。まずは楽しいと思えることが大事

である。 

これらを総合するに，教員養成系大学における４声

体実習を介した和声学習の意義は，数々の制約をぬっ

て良好な仕上がりを目指す対応力と，自身の実施例の

誤りに気づいてそれを修正できる推敲力を養うことに

あると考える。与えられた条件下で最大限の努力をす

ることや，異常を察知する目をもち，問題解決のため

に反射的に動くことは，将来教員になる上でも必要な

素養といえよう。それを「和声で教える」ことが授業

者の大事な役割でもある。本稿は，履修者の理解度を

示す課題の平均点を向上させるために大小さまざまな

エラー1 の発生率を抑えるにはどうしたよいのかにつ

いて，2006～2022 年度の 17 年間で得られた 556 人分の

データを基に考察を重ねてきた和声学の授業担当者と

しての講義実践研究録である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．中間課題の導入 

授業担当初年は，受講者の様態に応じて新たに教材

を作り足していくというやり方で毎週の授業を進めた

が，２年目となる 2006 年度からは授業運営も軌道に乗

り，前年度の反省をふまえながら授業改善に努めるゆ

とりがもてるようになった。そこで思いついたのが中

間課題の導入である。授業の中途段階までの理解度を

図ることを目的として開講10週目あたりを目処に中間

課題を出すことを同年度より始めたが，寄せられた答

案を眺めているうちに，学生は何を分かっていて何を

苦手としているのかが把握できるのではないか，答案

の中で引き起こされているエラーの発生件数や発生率

の推移から，重点を置くべき指導ポイントが見えてく

るのではないかと考えるようになった。そこで，年に

よって課題内容を変えてしまうことでその難易度の差

が成績データに“ゆれ”を生じさせてしまうことを防

ぐため，翌 2007 年度以降もまったく同じ内容の中間課

題を 2022 年度現在に至るまで一貫して出し続けた。 

中間課題の内容は，２分の２拍子・８小節のバス課

題（ト長調）とソプラノ課題（イ短調）の計２問で， 

 

 

 

表１ 2012 年度中間課題（バス課題）の成績表。考えうるかぎりの禁則項目の欄が設けられ，各種エラーの分布が一望できる。 表 1　2012 年度中間課題（バス課題）の成績表。考えうるかぎりの禁則項目の欄が設けられ，各種エラーの分布が一望できる。

Bulletin of Aichi Univ. of Education, 00 (Educational Sciences), pp. 00-00, ■, 2023 
 

3 
 

2 素点が９割以上をＳ，８割以上９割未満をＡ，７割以上８

割未満をＢ，６割以上７割未満をＣとし，ここまでを合格の

扱いとする当大学の評価方法。６割未満はＤとなり，追試の

対象となる。 

採点方法は各 50 点満点の減点方式。符頭に棒がないと

いった軽微なものから連続５度・８度のような重大な

ものまでエラーの種類に応じて減点数を規定し，１点

単位で細かく点数化してＳＡＢＣ2 の仮判定を出すと

いうものである。 

 

３．2012 年度の気づき 

月日を経て 2012 年度を迎え，それまでに蓄えられた

７年分の成績データを振り返ると，バス課題で６割に

相当する 30 点に達していないＤ判定の者（いわゆる追

試予備軍）ほど �－の連結を失敗する率が高く，限定

進行も正しくできない傾向があることが分かった。 

中間課題の採点結果はバス課題，ソプラノ課題，２

問を合わせた総合の３パターンで成績表にまとめるが，

初級のソプラノ課題では �－の設定を用いずとも

解けてしまうため，ソプラノ課題の成績からは�－

に関するデータが得られにくい。よって，本稿では観

察や考察の範囲を�－の場面を確実に設けてある

バス課題の成績表の推移に絞るものとするが，当時最

新の 2012 年度分のデータ（表１）を見ても，�－

および限定進行に係る欄において，下方ほどにエラー

を示す黒い印の分布の密度が高まっていることがうか

がえる。 

なお，ソプラノに定形外のうごきを与える件数や連

続・直行の件数が多いのも目立つが，これは共通音保

留や配分一致といった初歩的な連結の要領の失念によ

るものが殆どであり，基本重視の姿勢を崩さず丹念な

指導を重ねることで期末試験前までにはほぼ改善でき

る事案である。 

 

４．��()－の連結 

４．１ それまでどのように指導していたか 

 �－の連結は初学者が最初に直面する大きな壁

のひとつである。譜例１－①は，�が有する導音をまず

優先的に導音進行 8)させ，次に導音の解決先の音を頼

りに，配分一致の考えに基づいて密集のを配置する

というものだが，実際には２つの連続（連続５度と連

続８度）が起きてしまっている。基本に忠実に実施し

たつもりが大事故を招いてしまった悪例であり，この

ような事態に陥らないために，導音進行は守りつつ，

連続を回避するための措置として，②のような特殊な

連結を行う。が３音を重複させた標準外配置にな

ることや，上３声が２度上行（導音進行）・２度下行・

３度下行という３パターンの横のうごきを役割として

分け合うことになるのも�－の特徴といえるだろ

う。したがって４声全員が並行するというのはありえ

ないのであって，むしろ連続が起きる可能性が高まり，

非常に危険である。また，４声全体を見たときに，バ

ス を 含 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む３声が２度のうごきを示している中で，唯一３度う

ごいている声部があることになるが，この３度下行に

は潜在的に経過音が存在しているのであり 6) 7)，③のよ

うに“見えない経過音”を含んだ瞬間に経過的偶成和

音としての完全形の�を見ることができる。これを表

面化させて“見える和音”にすることによって④のよ

うな �－の連結も正しく行えることになる。相変

わらずは標準外配置であり，３和音の標準配置（密

集・開離）を完全形，３音重複形や５音省略形などの

標準外配置を不完全形と位置づけるならば，�－

や �－において「完全 不完全」が成り立つ。

これは�が基本形であることが条件だが，�－な

のに�が不完全形になっていたり，が綺麗な密集に

なっていたりしていたら，この状況が何かの禁則の原

因となるのである。本授業では「禁則が起きることに

は原因があり，推敲は原因に気づくことから始まる」

と常に強調している。 

これらをふまえ，�－の連結については初学者対

象であれば特に丁寧な指導を要すると考え，要領や諸

注意に係る要点を整理して以下のようなまとめを受講

者に提示していた。 

 

1. �－のときと同様に導音進行を守る 

2. は３音重複の標準外配置にする 

3. �の基本形と後続和音とのあいだでは完全 不完

全の原理がはたらく 

4. ３和音の標準配置（密集・開離）を完全形，標準外

配置を不完全形と位置づけたとして，�－の場

⇄

譜例１ �()－の配置と連結についての確認を示したも

の

⇄ 

譜例 1　 （7）－ の配置と連結についての確認を示したもの

―9――8―



橋本 剛

4． 3和音の標準配置（密集・開離）を完全形，標準
外配置を不完全形と位置づけたとして，
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の
場合，
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   が不完全形であることが前提であるため，
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は完全形にしなければならない（不完全形の
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   への連結ができてしまう例外があるが8），

初級の段階では言及しない）
5．
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を用いる場合，導音進行に加え，7音進行も守る
6． 標準外配置ができるのは
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   の3音重複形，

曲末のⅠの5音省略形，その他連続を避けるため
の緊急措置の3パターンに限られる

7． 標準外配置は連続の回避を主目的とした “いたし
かたない配置” であり，むやみな使用は控える

さらに
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の連結についての良い例と悪い例の比
較観察を行い，学生からの気づきを列挙していくうち
に見えてくることをまとめたのが以下の4点である。
これらは上記7箇条の内容の一部を言い換えたにすぎ
ないものがほとんどであるが，言い方を換えるという
ことはあらゆる角度から観察できているということで
もあるため，推敲の目を養うことにつながると考え，
このような「言い換えのまとめ」も毎年実践してきた。

1．
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のときに4声が全員並行することはない
2．
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のときに
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   の配置は密集・開離にならない

3． 不完全形どうし，もしくは完全形どうしの
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が結ばれることはない  
（初級の段階では不完全どうしの連結が成功してし
まう例外8）には言及しない）

4． 
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の際の限定進行（導音進行と7音進行）に
例外はない  

（本当はあるが8），初級の段階では「例外はない」
と言い切っておく）

4．2　学生はどのような失敗をするのか
譜例2は2006 ～ 2012年度の7年間のあいだに発生

した
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の失敗例の中でも特に多く見受けられた事
例を厳選したものである。なお，中間課題のバス課題
はト長調であるため，譜例中のものはすべてト長調と
しての
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の実施例である。
①は三重に禁則を犯した最悪の例。
②は，たしかに
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   は標準外配置になっているが，重

複させる音が違っているために外声で連続5度を引き
起こしてしまったというもの。

③もまた
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   において3音ではなく5音を重複させて

おり，
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も不完全形になっている。完全⇄不完全の

原理を守らず不完全形どうしを結んでいることによ
り，7音進行とソプラノの3度下行とで隠伏8度3が起
きるという支障が生じている。

④は導音進行ができていないために7音進行と連続
5度が起きている。「
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   が綺麗な密集になっている」「完

全⇄不完全になっていない」などの原因が察知できれ
ば異常に気づけただろう。

⑤は採点者を困惑させる不可思議な実施例である。
まず限定進行がいずれもできていない。さらには
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あるはずが一度も授業で紹介したことがない
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になっ
ており，縦（和音の構成音）も横（限定進行）も確認
不足と言わざるをえない。

⑥に至ってはもはや
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にもなっていない。初級
の段階では
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   から離れて単独で使われることはな

く，
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も5音省略の上に3音重複という配置バランス
の悪さである。察するに，ハ長調による例示を見すぎ
たのだろう。よく見ると，ト長調のバスに対して頑な
にハ長調としての上3声で答えているのである。この
ように移調に対応できない学生も一定数存在している。

4．3　各種教則本はどのように伝えているか
外崎・島村（1958）の『和声の原理と実習』（音楽

之友社）では，まず導音進行を必ず行わなければなら
ないとし，共通音がない和音どうしの連結において上
3声をバスに対して反行する（この場合，下行する）
という基本姿勢のなかで，上行する導音だけは例外と
なることが強調されている。
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の連結について
は，二つの限定進行に触れた上で，「ふつう
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は完全
形で用いられる」とし，不完全形の使用についてはこ
れを強く禁じてはいない。とはいえ，不完全形によっ
て重複している根音の処理に困るとして，可能ながら
もその連結は「ぎこちない」としている6）。

その後，島岡を執筆責任として1964年に世に出さ
れた『和声　理論と実習Ⅰ』（音楽之友社）では，意
外にも最も基本的とされる
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   －Ⅰの解決進行について

紹介されていないため，
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についての記述の中で
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3 本授業では，外声のみに適用される反則としての並達８度

や並達５度を直行８度・直行５度と呼び，③のように外声に

かぎらない任意の２声によって引き起こされる反則としての

並達８度にかぎっては，これを隠伏８度と称して区別するよ

うにしている。 

合，が不完全形であることが前提であるため，�

は完全形にしなければならない（不完全形の�か

らへの連結ができてしまう例外があるが 8)，初

級の段階では言及しない） 

5. �を用いる場合，導音進行に加え，７音進行も守る 

6. 標準外配置ができるのは�－のの３音重複形，

曲末の の５音省略形，その他連続を避けるた

めの緊急措置の３パターンに限られる 

7. 標準外配置は連続の回避を主目的とした“いたしか

たない配置”であり，むやみな使用は控える 

 

さらに �－の連結についての良い例と悪い例の

比較観察を行い，学生からの気づきを列挙していくう

ちに見えてくることをまとめたのが以下の４点である。

これらは上記７箇条の内容の一部を言い換えたにすぎ

ないものがほとんどであるが，言い方を換えるという

ことはあらゆる角度から観察できているということで

もあるため，推敲の目を養うことにつながると考え，

このような「言い換えのまとめ」も毎年実践してきた。 

 

1. �()－のときに４声が全員並行することはない 

2. �()－のときにの配置は密集・開離にならな

い 

3. 不完全形どうし，もしくは完全形どうしの�－

が結ばれることはない 

（初級の段階では不完全どうしの連結が成功してし

まう例外 8)には言及しない） 

4. �()－の際の限定進行（導音進行と７音進行）

に例外はない 

（本当はあるが 8)，初級の段階では「例外はない」と

言い切っておく） 

 

４．２ 学生はどのような失敗をするのか 

譜例２は2006～2012年度の７年間のあいだに発生し

た�－の失敗例の中でも特に多く見受けられた事

例を厳選したものである。なお，中間課題のバス課題

はト長調であるため，譜例中のものはすべてト長調と

しての�()－の実施例である。 
①は三重に禁則を犯した最悪の例。 

②は，たしかには標準外配置になっているが，重

複させる音が違っているために外声で連続５度を引き

起こしてしまったというもの。 

③もまたにおいて３音ではなく５音を重複させて

おり，�も不完全形になっている。完全 不完全の原理

を守らず不完全形どうしを結んでいることにより，７

音進行とソプラノの３度下行とで隠伏８度 3 が起きる

という支障が生じている。 

④は導音進行ができていないために７音進行と連続

５度が起きている。「が綺麗な密集になっている」「完 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全 不完全になっていない」などの原因が察知できれ

ば異常に気づけただろう。 

⑤は採点者を困惑させる不可思議な実施例である。

まず限定進行がいずれもできていない。さらにはで

あるはずが一度も授業で紹介したことがない 

になっており，縦（和音の構成音）も横（限定進行）

も確認不足と言わざるをえない。 

⑥に至ってはもはや �－にもなっていない。初級

の段階では が�から離れて単独で使われることは

なく，��も５音省略の上に３音重複という配置バラン

スの悪さである。察するに，ハ長調による例示を見す

ぎたのだろう。よく見ると，ト長調のバスに対して頑

なにハ長調としての上３声で答えているのである。こ

のように移調に対応できない学生も一定数存在してい

る。 

４．３ 各種教則本はどのように伝えているか 

外崎・島村（1958）の『和声の原理と実習』（音楽之

友社）では，まず導音進行を必ず行わなければならな

いとし，共通音がない和音どうしの連結において上３

声をバスに対して反行する（この場合、下行する）と

いう基本姿勢のなかで，上行する導音だけは例外とな

ることが強調されている。�－の連結については，

二つの限定進行に触れた上で，「ふつう�は完全形で

用いられる」とし，不完全形の使用についてはこれを

強く禁じてはいない。とはいえ，不完全形によって重

複している根音の処理に困るとして，可能ながらもそ

の連結は「ぎこちない」としている 6)。 

その後，島岡を執筆責任として 1964 年に世に出され

た『和声 理論と実習Ⅰ』（音楽之友社）では，意外に

も最も基本的とされる�－の解決進行について紹

介されていないため，�－についての記述の中で初

譜例２ 学生の手による�()－における失敗の実例 

⇄ 

⇄ 

譜例 2　学生の手による （7）－ における失敗の実例

3 本授業では，外声のみに適用される反則としての並達
8度や並達5度を直行8度・直行5度と呼び，③のよう
に外声にかぎらない任意の2声によって引き起こされ
る反則としての並達8度にかぎっては，これを隠伏8
度と称して区別するようにしている。

―10―
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初めて導音についての説明がなされるが，上3声のう
ごきについては，導音進行以外は「もっとも近い音へ
下行させる」と，表現がより具体的になっている。加
えて，
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   は上3声中に2個の3音をふくんだ標準外配
置になることにまで触れており，これを「連結の必然
性によるもの」としている。不完全形・完全形の呼称
が上部構成音a）・b）に改まっているものの，
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にあっては，上部構成音b）すなわち完全形の
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を用
いることを推奨しており，不完全形の使用については
本編では紹介されなくなっている。
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においては
二つの限定進行は「いままでどおり」であるとの記述
に加え，5音のうごきについても「つねに2度下行する」
と新たに言及されていることは注目に値しよう8）。
『和声　理論と実習Ⅰ』の上梓から34年後に編まれ

た島岡の執筆責任による『総合和声　実技・分析・原
理』（音楽之友社）に至って，完全形・不完全形の名
称が復活したことに加え，それまで別々に紹介されて
いた

Bulletin of Aichi Univ. of Education, 00 (Educational Sciences), pp. 00-00, , 2023 
 

3 
 

2 

2

 

 
 

 

 

  

 


8)





 

6) 7)



 


  
 

  


 

 



 
 

 

  

と
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が初めて同じ欄内に並び立ち，文
字通り総合的な扱いになった。
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における上3
声のうごきについては，二つの限定進行に触れたのち，

「その他の音はそれぞれ手近な音へ向かって下行する」
という表現に改まっている。
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   については，上3声は

根音を欠いた3音重複形であることが新たに明記さ
れ，
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の不完全形については，ついには「用いない」
と断じるようになった7）。

そのほか，伊藤・柳田（2002）の『和声の要点』（サー
ベル社）では，まず
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   は転回しないことの確認がなさ

れる。そののち，
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の場合と
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の場合を示し，
限定進行をした上で，残りの声部については「最も近
い構成音に下行させます」としている。
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   が3音を二

つ有する標準外配置になることにも触れており，簡潔
かつ丁寧に要点が押さえられている9）。
『新総合音楽講座7　和声法』（一般財団法人ヤマハ音

楽振興会）は，ガイドの文言が非常に少なく，
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のときの
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は完全和音（完全形のこと）でなければ
ならず，不完全和音（不完全形のこと）を使用すると
禁則を起こす旨が述べられているにとどまっている10）。

これら和声に係る各種の教則本の掲載内容を比較し
て気づいたことは，初学者にとって

Bulletin of Aichi Univ. of Education, 00 (Educational Sciences), pp. 00-00, , 2023 
 

3 
 

2 

2

 

 
 

 

 

  

 


8)





 

6) 7)



 


  
 

  


 

 



 
 

 

  

がとりわけ
細心の注意を要する連結であるにもかかわらず，どの
本も共通してその説明にとりわけ多くの紙面を割いて
いるわけでもないということである。よって，どの本
を教材とするにしても，授業者には事前に内容を咀嚼
した上で，受講者のために補足を充実させるなどの工
夫が求められることになるだろう。

ただ，これらの前例に対し，河江（1991）は『新和
声法教程［講義編］』のなかで，
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のときの上3
声のうごきはシ－ド／レ－ド／ソ－ミの組み合わせで
あると簡潔にして明快な表現をしている11）。実は島岡
も『和声Ⅰ』や『総合和声』の中で同じようなことを

述べているが，その表現はⅶ→ⅰ，ⅱ→ⅰ，ⅴ→ⅰと
いう音度表記であった。それに対し，明確に階名でう
ごきを示したことは，わかりやすさを伴う点で画期的
といえた。さらには
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   における2つの3音が女声や内

声で同度重複する可能性があることにも触れており，
これについて「何んら躊躇することはありません」と，
2音を同度で重ねることを怖がりがちな初学者たちを
勇気づけている。

河江が唱えるシ－ド／レ－ド／ソ－ミの励行は，わ
かりやすい要領紹介の先駆といえるが，これに対して

「とにかくシ－ド／レ－ド／ソ－ミさえやっていれば
間違いない」といったどこか機械的な印象を受けたこ
とで，当初は授業者として学生に紹介するには一抹の
抵抗があった。しかし，
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の失敗率の高さに対し
ての改善策が見出せない状況が続くうちに，初級和声
においてはそれくらい端的にわかりやすく紹介するの
がよいのだろうと考えるようになった。

5．データの推移から得られた仮説

あらためて中間課題（バス課題）の7年間（2006 ～
2012年度）における
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の失敗率の推移（表2）を
見てみると，実に50％を超えた年もあり，2011年度
までは常に3分の1以上を記録するというありさまで
ある。2012年度に至り，初めて30％を下回ることが
できているが，失敗を示す▲の分布を見るに，成績が
かんばしくないものほど
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を失敗するという傾向
が顕著であることがわかる。かたや限定進行を正しく
行えていない件数の推移（表3）を見ると，これもや
はり成績不振者層にエラーを示す●が比較的多く見受
けられるが，
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のときと違い，その分布は幅広く，
●印の成績上位者層への浸潤も目立つことから，限定
進行をしてないというエラーは毎年のようにクラス内
全体に蔓延していることがうかがえる。

以上のことから，
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の連結と限定進行について
の指導徹底を図ることができれば，受講者の理解度を
示すバロメーターでもあるクラスの平均点の底上げが
できるのではないかという仮説を立てるに至った。

6．歌唱教材の作詞・作曲

6．1　歌唱教材の導入とそのねらい
仮説を立証する手段として思いついたのは歌であ

る。煩雑な事柄も歌にすると不思議に覚えやすいよう
に，音楽を介することで記憶への定着を促進させる効
果が高まるのは，歌うことが人間の記憶の中でも反復
学習によって習得した一般的知識である意味記憶や，
歌詞の順序（文脈情報）を思い出す際に個人的な体験
や思い出を伴わせるエピソード記憶といった長期記憶

（陳述記憶）に大きく作用するからといわれる12）。

―11――10―



橋本 剛

そこで，
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の連結の要領や2つの限定進行（導
音進行・7音進行）について覚えることを目的とした
内容に特化させた歌を歌唱教材として作詞作曲し，
2013年度から
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を取り扱う回に楽譜（次頁譜例3）
を配布して，以降，毎時の導入で歌わせてみることに
した。この歌唱教材は，河江が提唱する「シド／レ
ド／ソミ」の潔さをそのまま旋律に乗せて，小気味良
く，分かりやすく，歌いやすく，覚えやすい歌をと意
識しながら，半ば即興的に生まれたものである。同曲
の制作にあたり，潜在的記憶を意識させることでかつ
て勉強したことの効果が残っていることを自覚できる
として，学習場面での潜在的な記憶行動に関するメタ
認知が行われる可能性について明るい展望を示した上
田・寺沢（2008）の研究13）は，心強い後押しとなった。
加えて，和声学習においては実際に鍵盤を弾奏して耳
や手に馴染ませる「弾く和声」の実習も伴うため，手
が覚え込むくらいによどみなく4声体の実施例が弾け
たならば，長期的な潜在記憶である手続き記憶 12）と
して深く脳に定着することも期待できよう。顕在学習
によって得られた知識と歌や弾奏によって得られるさ
まざまな記憶を複合的に脳内に根づかせることで和声
に係る総合的な学習効果の向上を図ることも，歌唱教
材導入のねらいのひとつである。

6．2　導入後の学生の様子
学生は皆，予想通りに楽しく歌っており，提供初日

には授業後も「♪シド・レド・ソミ～」と口ずさみな
がら教室をあとにするという光景も見られた。この傾
向は，2014年度以降も毎年のように続くことになる。

その後，ハ長調以外の調の課題に取り組む前には，
その調に移調したバージョンでまず一斉に歌うという
ことを習慣づけた。例えば課題がヘ長調であれば，「♪
ミファ・ソファ・ドラ～」と対象の調に合わせて階名
を変えることになるため，さまざまな調で歌うことが
移調の訓練も兼ねることにもなった。また，これまで，
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で連続が起きるなどのエラーの原因究明にさ
まざまな視点を要していたのが，「歌の通りになって
ないから」の一言ですんでしまい，歌唱教材の導入に
は推敲にかかる時間を短縮できるメリットがあること
もわかった。

学生の答案用紙の端に「シド／レド／ソミ」のよう
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上部構成音 a）・b）に改まっているものの，�－

にあっては，上部構成音 b）すなわち完全形の�を用

いることを推奨しており，不完全形の使用については

本編では紹介されなくなっている。�－においては

二つの限定進行は「いままでどおり」であるとの記述

に加え，５音のうごきについても「つねに２度下行す

る」と新たに言及されていることは注目に値しよう 8)。 

『和声 理論と実習Ⅰ』の上梓から 34 年後に編まれ

た島岡の執筆責任による『総合和声 実技・分析・原

理』（音楽之友社）に至って，完全形・不完全形の名称

が復活したことに加え，それまで別々に紹介されてい

た�－と�－が初めて同じ欄内に並び立ち，文

字通り総合的な扱いになった。�()－における上３

声のうごきについては，二つの限定進行に触れたのち，

「その他の音はそれぞれ手近な音へ向かって下行する」

という表現に改まっている。については，上３声は

根音を欠いた３音重複形であることが新たに明記され，

�の不完全形については，ついには「用いない」と断

じるようになった 7)。 

そのほか，伊藤・柳田（2002）の『和声の要点』（サ

ーベル社）では，まずは転回しないことの確認がな

される。そののち，�－の場合と�－の場合を

示し，限定進行をした上で，残りの声部については「最

も近い構成音に下行させます」としている。が３音

を二つ有する標準外配置になることにも触れており，

簡潔かつ丁寧に要点が押さえられている 9)。 

『新総合音楽講座７ 和声法』（一般財団法人ヤマハ

音楽振興会）は，ガイドの文言が非常に少なく，�－

のときの�は完全和音（完全形のこと）でなけれ

ばならず，不完全和音（不完全形のこと）を使用する

と禁則を起こす旨が述べられているにとどまっている
10)。 

これら和声に係る各種の教則本の掲載内容を比較し

て気づいたことは，初学者にとって�－がとりわけ

細心の注意を要する連結であるにもかかわらず，どの

本も共通してその説明にとりわけ多くの紙面を割いて

いるわけでもないということである。よって，どの本

を教材とするにしても，授業者には事前に内容を咀嚼

した上で，受講者のために補足を充実させるなどの工

夫が求められることになるだろう。 

ただ，これらの前例に対し，河江（1991）は『新和

声法教程［講義編］』のなかで，�－のときの上３

声のうごきはシ－ド／レ－ド／ソ－ミの組み合わせで

あると簡潔にして明快な表現をしている 11)。実は島岡

も『和声Ⅰ』や『総合和声』の中で同じようなことを

述べているが，その表現はⅶ→ⅰ，ⅱ→ⅰ，ⅴ→ⅰと

いう音度表記であった。それに対し，明確に階名でう

ごきを示したことは，わかりやすさを伴う点で画期的

といえた。さらにはにおける２つの３音が女声や内

声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で同度重複する可能性があることにも触れており，こ

れについて「何んら躊躇することはありません」と，

２音を同度で重ねることを怖がりがちな初学者たちを

勇気づけている。 

河江が唱えるシ－ド／レ－ド／ソ－ミの励行は，わ

かりやすい要領紹介の先駆といえるが，これに対して

「とにかくシ－ド／レ－ド／ソ－ミさえやっていれば

間違いない」といったどこか機械的な印象を受けたこ

とで，当初は授業者として学生に紹介するには一抹の

抵抗があった。しかし，�－の失敗率の高さに対し

ての改善策が見出せない状況が続くうちに，初級和声

においてはそれくらい端的にわかりやすく紹介するの

がよいのだろうと考えるようになった。 

表 2　 － の発生件数および失敗率の推移
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５．データの推移から得られた仮説 

あらためて中間課題（バス課題）の７年間（2006～

2012 年度）における�－の失敗率の推移（表２）を

見てみると，実に 50％を超えた年もあり，2011 年度ま

では常に３分の１以上を記録するというありさまであ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。2012 年度に至り，初めて 30％を下回ることができ

ているが，失敗を示す▲の分布を見るに，成績がかん

ばしくないものほど�－を失敗するという傾向が

顕著であることがわかる。かたや限定進行を正しく行

えていない件数の推移（表３）を見ると，これもやは

り成績不振者層にエラーを示す●が比較的多く見受け

られるが，�－のときと違い，その分布は幅広く，

●印の成績上位者層への浸潤も目立つことから，限定

進行をしてないというエラーは毎年のようにクラス内

全体に蔓延していることがうかがえる。 

以上のことから，�－の連結と限定進行について

の指導徹底を図ることができれば，受講者の理解度を

示すバロメーターでもあるクラスの平均点の底上げが

できるのではないかという仮説を立てるに至った。 

 

６．歌唱教材の作詞・作曲 

６．１ 歌唱教材の導入とそのねらい 

仮説を立証する手段として思いついたのは歌である。

煩雑な事柄も歌にすると不思議に覚えやすいように，

音楽を介することで記憶への定着を促進させる効果が

高まるのは，歌うことが人間の記憶の中でも反復学習

によって習得した一般的知識である意味記憶や，歌詞

の順序（文脈情報）を思い出す際に個人的な体験や思

い出を伴わせるエピソード記憶といった長期記憶（陳

述記憶）に大きく作用するからといわれる 12)。 

そこで，�－の連結の要領や２つの限定進行（導

音進行・７音進行）について覚えることを目的とした

内容に特化させた歌を歌唱教材として作詞作曲し，

2013 年度から�－を取り扱う回に楽譜（次頁譜例３）

を配布して，以降，毎時の導入で歌わせてみることに

した。この歌唱教材は，河江が提唱する「シド／レド

／ソミ」の潔さをそのまま旋律に乗せて，小気味良く，

分かりやすく，歌いやすく，覚えやすい歌をと意識し

ながら，半ば即興的に生まれたものである。同曲の制

作にあたり，潜在的記憶を意識させることでかつて勉

強したことの効果が残っていることを自覚できるとし

て，学習場面での潜在的な記憶行動に関するメタ認知

が行われる可能性について明るい展望を示した上田・

寺沢（2008）の研究 13)は，心強い後押しとなった。加

えて，和声学習においては実際に鍵盤を弾奏して耳や

手に馴染ませる「弾く和声」の実習も伴うため，手が

覚え込むくらいによどみなく４声体の実施例が弾けた

ならば，長期的な潜在記憶である手続き記憶 12)として

深く脳に定着することも期待できよう。顕在学習によ

って得られた知識と歌や弾奏によって得られるさまざ

まな記憶を複合的に脳内に根づかせることで和声に係

る総合的な学習効果の向上を図ることも，歌唱教材導

入のねらいのひとつである。 

６．２ 導入後の学生の様子 

学生は皆，予想通りに楽しく歌っており，提供初日

には授業後も「♪シド・レド・ソミ～」と口ずさみな

がら教室をあとにするという光景も見られた。この傾

向は，2014 年度以降も毎年のように続くことになる。 

その後，ハ長調以外の調の課題に取り組む前には，

その調に移調したバージョンでまず一斉に歌うという

ことを習慣づけた。例えば課題がヘ長調であれば，「♪

ミファ・ソファ・ドラ～」と対象の調に合わせて階名

表３ 限定進行に係るエラー発生件数の推移 
表 3　限定進行に係るエラー発生件数の推移

―12―



初級和声の課題実施におけるエラー防止を目的とした歌唱教材の効果に関する研究橋本 剛
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を変えることになるため，さまざまな調で歌うことが

移調の訓練も兼ねることにもなった。また，これまで，

�()－で連続が起きるなどのエラーの原因究明に

さまざまな視点を要していたのが，「歌の通りになって

ないから」の一言ですんでしまい，歌唱教材の導入に

は推敲にかかる時間を短縮できるメリットがあること

も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

譜例３ 2013 年度より歌唱教材として導入された『これを知ってると追試にな

�－における上３声のうごきおよび二つの限定進行についての確

で 

 

きる段階にないため 移調して歌う場合の伴奏は授業者が行っている

譜例 3　 2013 年度より歌唱教材として導入された『これを知ってると追試にならないかもしれない歌』の楽譜（ピアノ伴奏付）。
－ における上 3 声のうごきおよび二つの限定進行についての確認を促す内容である。なお，学生は移調奏に即応で

きる段階にないため，移調して歌う場合の伴奏は授業者が行っている。

―13――12―



橋本 剛

な

Bulletin of Aichi Univ. of Education, 00 (Educational Sciences), pp. 00-00, , 2023 
 

3 
 

2 

2

 

 
 

 

 

  

 


8)





 

6) 7)



 


  
 

  


 

 



 
 

 

  

の際の上3声のうごきを確認するメモが残さ
れているという事例も散見され，個々に独自のチェッ
ク体制を確立する姿勢が生まれたのも歌導入後の大き
な変化であった。

7．結果

ここからは歌を導入する前の7年間（2006 ～ 2012
年度）を第Ⅰ期，歌を導入したあとの7年間（2013 ～
2019年度）を第Ⅱ期とわかりやすく区分する（表4）。
くしくも第Ⅰ期の受講者総数と第Ⅱ期のそれは231で
一致しており，同じ母数であることは，各種の割合の
比較結果の信憑性を高めることにもつながる。
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の失敗率の推移を見ると，その失敗率は導入
初年となる2013年に劇的な低下を見せた。第Ⅰ期と
第Ⅱ期の平均値を比較しても，第Ⅰ期が40.69％であっ
たのに対し，第Ⅱ期は21.22％という第Ⅰ期のほぼ半
分の数値にまで下がっており，歌唱教材がもたらす効
果の大きさをうかがわせた。

歌唱教材を導入したことが
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に係るエラーの抑
止効果につながり，失敗率低下を実現させたことの有
意性は確認できたが，その一方で，限定進行をしてい
ないというエラーについては改善が見られず，むしろ
その件数は増加していた。加えて平均点についてもわ
ずかに上昇したにすぎず，当初に期待したほどの伸び
は見られなかった。

8．考察

第Ⅱ期に入っても思うほどに平均点が伸びなかった
のは，
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にのみ並々ならぬ高い意識が働いた分，
その他の場面がおろそかになり，
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ではないとこ
ろで連続や直行をことのほか連発するという事例が多
く見られたことに要因があると思われる。そこには，

全声部の横の流れを満遍なく見ることができるような
推敲の目を短期間で養うのは難しいという現実もある。

また，グラフを見るに，歌唱教材を導入した初年と
なる2013年と2016年については，
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の失敗率の
低下が平均点の底上げに寄与しているように見える
が，
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の失敗率と平均点との因果関係を考えるに，
必ずしも互いが影響しあっているようには見えず，む
しろ，限定進行に係るエラー件数が平均点の推移に大
きく影響を与えており，はからずもこの発見は
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の失敗率低下の実現よりも興味ぶかいものとなった。
表3の通り，限定進行に係る一人あたりのエラー件数
とクラスの平均点を示す2本の折れ線グラフはほぼ反
行の関係を示しており，このことは，履修者各自が導
音進行や7音進行を正しく行うことができればクラス
の平均点が上がることを物語っているといえよう。

思えば，歌唱教材において，
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のときの上3声
のうごきについては具体的な階名を歌詞として口ずさ
むが，導音進行および7音進行については「シド」「ファ
ミ」のように具体的な階名を示さなかった。このこと
が学生の限定進行への意識を高められなかった原因に
なっているのではないか。

9．課題

前述の考察をふまえ，「7音進行はファ―ミ／導音
進行はシ―ド」と明確に歌詞にして歌わせるように歌
唱教材の後半に改訂を施し，2023年度から試行して
みようと考えている。

その他については，配置全般や共通音保留・配分一
致などの連結に係る基本の大切さを強調しつつ，引

き続き丁寧な指導を心がけたい。

10．第Ⅲ期について

第Ⅲ期（2020年度～）の初年度はコロナ禍にみま
われ，2020 ～ 2021年度は対面授業が実現しなかった。
歌うこともはばかられた時期であったため，歌唱教材
も封印を余儀なくされている。そのような状況下でも
中間課題は遠隔による答案ファイルのやりとりをもっ
て果敢に継続したが，表5（次頁）が示す通り，2020
年度は初めて平均点が25点を下回り，総エラー件数
436は歴代ワースト2位を記録するなど，成績の落ち
込みが顕著に出ていた。特に配置不全に係るエラーの
総件数が他の年度に比して突出して高く，なかでも分
析不可能な「謎の和音」を出現させるものが非常に多
かった。受講者のなかには自宅に鍵盤を有していない
ものが多く，書いたものを弾いて確かめられるような
環境にないことで，和音の構成音の把握すらおぼつか
なくなるという悩ましき事情も背景にあって，痛感せ
ざるをえない遠隔による教育効果の薄れが数字に色濃
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わかった。 

学生の答案用紙の端に「シド／レド／ソミ」のよう

なⅤ－Ⅵの際の上３声のうごきを確認するメモが残さ

れているという事例も散見され、個々に独自のチェッ

ク体制を確立する姿勢が生まれたのも歌導入後の大き

な変化であった。 

 

７．結果 

ここからは歌を導入する前の７年間（2006～2012 年

度）を第Ⅰ期，歌を導入したあとの７年間（2013～2019

年度）を第Ⅱ期とわかりやすく区分する（表４）。くし

くも第Ⅰ期の受講者総数と第Ⅱ期のそれは 231 で一致

しており，同じ母数であることは，各種の割合の比較

結果の信憑性を高めることにもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�－の失敗率の推移を見ると，その失敗率は導入

初年となる 2013 年に劇的な低下を見せた。第Ⅰ期と第

Ⅱ期の平均値を比較しても，第Ⅰ期が 40.69％であった

のに対し，第Ⅱ期は 21.22％という第Ⅰ期のほぼ半分の

数値にまで下がっており，歌唱教材がもたらす効果の

大きさをうかがわせた。 

歌唱教材を導入したことが�－に係るエラーの

抑止効果につながり，失敗率低下を実現させたことの

有意性は確認できたが，その一方で，限定進行をして

いないというエラーについては改善が見られず，むし

ろその件数は増加していた。加えて平均点についても

わずかに上昇したにすぎず，当初に期待したほどの伸

びは見られなかった。 
 

８．考察 

第Ⅱ期に入っても思うほどに平均点が伸びなかった

のは，�－にのみ並々ならぬ高い意識が働いた分，

その他の場面がおろそかになり，�－ではないとこ

ろで連続や直行をことのほか連発するという事例が多

く見られたことに要因があると思われる。そこには，

全声部の横の流れを満遍なく見ることができるような

推敲の目を短期間で養うのは難しいという現実もある。 

また，グラフを見るに，歌唱教材を導入した初年と

なる 2013 年と 2016 年については，�－の失敗率の

低下が平均点の底上げに寄与しているように見えるが，

�－の失敗率と平均点との因果関係を考えるに，必

ずしも互いが影響しあっているようには見えず，むし

ろ，限定進行に係るエラー件数が平均点の推移に大き

く影響を与えており，はからずもこの発見は�－の

失敗率低下の実現よりも興味ぶかいものとなった。表

３の通り，限定進行に係る一人あたりのエラー件数と

クラスの平均点を示す２本の折れ線グラフはほぼ反行
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むが，導音進行および７音進行については「シド」「フ

ァミ」のように具体的な階名を示さなかった。このこ

とが学生の限定進行への意識を高められなかった原因
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９．課題 

前述の考察をふまえ，「７音進行はファ―ミ／導音進

行はシ―ド」と明確に歌詞にして歌わせるように歌唱

教材の後半に改訂を施し，2023 年度から試行してみよ

うと考えている。 

その他については，配置全般や共通音保留・配分一 

致などの連結に係る基本の大切さを強調しつつ，引き

続き丁寧な指導を心がけたい。 

 

10．第Ⅲ期について 

第Ⅲ期（2020 年度～）の初年度はコロナ禍にみまわ

れ，2020～2021 年度は対面授業が実現しなかった。歌

うこともはばかられた時期であったため，歌唱教材も

封印を余儀なくされている。そのような状況下でも中

間課題は遠隔による答案ファイルのやりとりをもって

果敢に継続したが，表５（次頁）が示す通り，2020 年

度は初めて平均点が 25 点を下回り，総エラー件数 436

は歴代ワースト２位を記録するなど，成績の落ち込み

が顕著に出ていた。特に配置不全に係るエラーの総件

表４ �－の失敗率・限定進行していない１人あたり

の平均回数・クラスの平均点の３つの推移を総合的

に 

 

まとめたグラフ（2006～2022 年度）

表 4　 － の失敗率・限定進行していない 1 人あたりの
平均回数・クラスの平均点の 3 つの推移を総合的
にまとめたグラフ（2006 ～ 2022 年度）
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初級和声の課題実施におけるエラー防止を目的とした歌唱教材の効果に関する研究橋本 剛

く表れたかたちとなった。2022年度を迎え，回復の
兆しが感じられるようになったが，コロナ禍により停
滞した成績状況をどこまで回復させられるかは今後の
授業改善次第であろう。

11. おわりに　―これからの和声教育―

本授業では「対応力・推敲力を高める」ことを目標
に掲げていたが，自分の解答のどこが禁則に抵触して
いるのか気づけない学生は多く，禁則をかわしつつ音
楽的に豊かな仕上がりを追求することに楽しみを覚え
る学生は稀な存在であった。近年は入学してもなお楽
典の本すら開いたことがないという専科学生の割合の
増加もあって，より簡潔でわかりやすく効率的な授業
運びが求められている。この事態に一抹の危機感を覚
えるが，鍵盤を扱うことが苦手な学生や，移調に即応
できない学生がいることが当たり前になっている昨
今，これからの和声の授業は，和声の授業としてだけ
で完結させるのではなく，ピアノやソルフェージュな
どの実習授業や音楽理論・音楽史等との連携も視野に
入れ，総合的な育成を図ることが大事になってくるだ
ろう。

教員養成系大学における和声教育の主たる目的は，
教授内容を，将来教員になった折に演奏指導にあたっ
ての総譜の分析，創作指導，鑑賞指導などを円滑に行
えるための手段に還元できるようになることだと捉え
るのが理想であるが，そうはいっても学習の初期段階
にあっては公理を理解し課題に向き合う体験は必要で
あると考える。1半期しかない和声学の授業だが，こ
れからも4声体課題の実施のみに終始することなく，
その先に見える和声の本質を示すための内容改善に一
授業者として努めたい。和声を学ぶことについて，伊
藤・柳田は「和声は決して「＝（イコール）規則」で
はありません。「規則を覚えること」が和声の勉強で
はないのです。」と述べ9），新井・木下も「初歩にお
ける厳密な理論は必要であるが，その鍛錬を経た先に
自由闊達な創意への到達がなければ，音楽実技として
の和声の意味がない」と強調する2）。これらのメッセー
ジは和声教育に携わるものの総意を代弁したものであ
るといえよう。

2023年以降も中間課題の成績データはとり続ける
が，データ収集はあくまで翌年度に向けた授業改善を
図るためのものであるため，データのための授業にな
るようでは本末転倒であることは十分承知している。

本稿の結論は「限定進行の指導徹底が成績向上の鍵
となる」ということになるが，和声を分析や演奏表現
に結びつけんとする有機的な考えに照らして，これを

「和声課題の音楽的仕上がりの崩れは限定進行に係る
エラーに起因する可能性が高い」と換言すれば，これ
までのデータも今後の和声教育に活かせる明るい参考
材料になるのではないだろうか。

引用・参考文献
1） 二宮洋『和声は何故学ぶのか？～その理解と表現を解

く～』共同音楽出版社　p.4　2020
2） 新井恵美・木下大輔「教員養成課程における和声教育

の事例」宇都宮大学教育学部教育実践紀要　第1号　
p.86　2015

3） 清水昭夫他『ネットで祭典　和声学課題集Ⅰ』音楽之
友社　pp.2-50　2016

4） 小山隼平「多様な音楽文化に応じた和声法学習 ― 音
楽学科必修科目「和声法」の構想に向けて ―」札幌
大谷大学短期大学部紀要45号　pp.21-24　2015

5） 彦坂恭人 編著『実践！作曲・アレンジに活かすため
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数が他の年度に比して突出して高く，なかでも分析不

可能な「謎の和音」を出現させるものが非常に多かっ

た。受講者のなかには自宅に鍵盤を有していないもの

が多く，書いたものを弾いて確かめられるような環境

にないことで，和音の構成音の把握すらおぼつかなく

なるという悩ましき事情も背景にあって，痛感せざる

をえない遠隔による教育効果の薄れが数字に色濃く表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れたかたちとなった。2022 年度を迎え，回復の兆しが

感じられるようになったが，コロナ禍により停滞した

成績状況をどこまで回復させられるかは今後の授業改

善次第であろう。 

 

11.おわりに ―これからの和声教育― 

 本授業では「対応力・推敲力を高める」ことを目標

に掲げていたが，自分の解答のどこが禁則に抵触して

いるのか気づけない学生は多く，禁則をかわしつつ音

楽的に豊かな仕上がりを追求することに楽しみを覚え

る学生は稀な存在であった。近年は入学してもなお楽

典の本すら開いたことがないという専科学生の割合の

増加もあって，より簡潔でわかりやすく効率的な授業

運びが求められている。この事態に一抹の危機感を覚

えるが，鍵盤を扱うことが苦手な学生や，移調に即応

できない学生がいることが当たり前になっている昨今，

これからの和声の授業は，和声の授業としてだけで完

結させるのではなく，ピアノやソルフェージュなどの

実習授業や音楽理論・音楽史等との連携も視野に入れ，

総合的な育成を図ることが大事になってくるだろう。 

教員養成系大学における和声教育の主たる目的は，

教授内容を，将来教員になった折に演奏指導にあたっ

ての総譜の分析，創作指導，鑑賞指導などを円滑に行

えるための手段に還元できるようになることだと捉え

るのが理想であるが，そうはいっても学習の初期段階

にあっては公理を理解し課題に向き合う体験は必要で

あると考える。１半期しかない和声学の授業だが，こ

れからも４声体課題の実施のみに終始することなく，

その先に見える和声の本質を示すための内容改善に一

授業者として努めたい。和声を学ぶことについて，伊 

藤・柳田は「和声は決して「＝（イコール）規則」で

はありません。「規則を覚えること」が和声の勉強では

ないのです。」と述べ 9)，新井・木下も「初歩における

厳密な理論は必要であるが，その鍛錬を経た先に自由

闊達な創意への到達がなければ，音楽実技としての和

声の意味がない」と強調する 2)。これらのメッセージ

は和声教育に携わるものの総意を代弁したものである

といえよう。 

2023 年以降も中間課題の成績データはとり続けるが，

データ収集はあくまで翌年度に向けた授業改善を図る

ためのものであるため，データのための授業になるよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うでは本末転倒であることは十分承知している。 

本稿の結論は「限定進行の指導徹底が成績向上の鍵

となる」ということになるが，和声を分析や演奏表現

に結びつけんとする有機的な考えに照らして，これを

「和声課題の音楽的仕上がりの崩れは限定進行に係る

エラーに起因する可能性が高い」と換言すれば，これ

までのデータも今後の和声教育に活かせる明るい参考

材料になるのではないだろうか。 

 
引用・参考文献 

 

1) 二宮洋『和声は何故学ぶのか？～その理解と表現

を解く～』共同音楽出版社 p.4 2020 

2) 新井恵美・木下大輔「教員養成課程における和声

教育の事例」宇都宮大学教育学部教育実践紀要 

第１号 p.86 2015 

3) 清水昭夫他『ネットで祭典 和声学課題集Ⅰ』音

楽之友社 pp.2-50 2016 

4) 小山隼平「多様な音楽文化に応じた和声法学習 

― 音楽学科必修科目「和声法」の構想に向けて ―」

札幌大谷大学短期大学部紀要 45 号 pp.21-24 

2015 

5) 彦坂恭人 編著『実践！作曲・アレンジに活かす

ためのポピュラー和声学』自由現代社 p.4 2016 

6) 外崎幹二・島岡譲『和声の原理と実習』音楽之友

社 pp.41-254 1958 

7) 島岡譲他『総合和声 実技・分析・原理』音楽之

友社 pp.36-449 1998 

8) 池内友次郎他『和声 理論と実習Ⅰ』音楽之友社 

pp.34-124 1964 

9) 伊藤謙一郎・柳田憲一『学生のための和声の要点』

サーベル社 pp.3-65  2002 

10) 竹内剛 菅野真子 編著『新総合音楽講座７ 和声

法』一般財団法人ヤマハ音楽振興会 p.37 1991 

表５ 中間課題（バス課題）において「�－の失敗率」「限定進行していない」以外のエラーについて変動が目立ったもの

をピックアップし，平均点や総エラー件数の推移と併せてまとめた一覧表（2006～2022 年度） 

表 5　 中間課題（バス課題）において「 － の失敗率」「限定進行していない」以外のエラーについて変動が目立っ
たものをピックアップし，平均点や総エラー件数の推移と併せてまとめた一覧表（2006 ～ 2022 年度）

―15――14―


